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あらまし： 日本語の系統問題は長い間系統不明の孤立語とされて、混合語説が有力視されるも起源

問題は未解決である。「言葉とは何？」の本質の追究からこの問題を決着する方法を考え、比較言語

学の立揚から基礎語嚢による親縁関係を見てみると、日本語ちアイヌ語ち8割近くが南島語族に親縁

関係を認めることが出来た。特にアイヌ語は縄文語を引き継ぎ、南から北の北海道に閉じこめられた

結果成立レた言語、文化であることを示している。近隣諸言語の語藁の親縁関係比較判定には音韻類

似度を定義して数値評価を加えた。

Summary : The -Japanese Language has been called an isolated Language because it 

belongs to the unknown linguistic group and recently cosidered as a blend between Altaic and 

Austronesian language families , however its origin has not been determined conclusively. 

This paper , using the approach method and the question ,,what are words ?"as a base, 

indicates that from the view point of comparative linguistics there is an 80% between Ainu and 

Japanese in the Austronesian language family . The Ainu language had specifically been resume 

to have reached Kokkaidou by way of the Japanese Islands from the south and had been 

isolated similalies of the vocabularies 

For the Comparative Judgement of the similarity of the vocabularies of the neighboring Laguages, 

we made use of numeric estimation by the defined rate of the phonological similarity between 

the two vocabularies of the different languages, 
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1 .はじめに

第12回公開シンポジウムにおいて、「言語年代学

における日本語の系統、縄文語を推定する」 [ 1] 

という表題の報告をさせていただいたが、今回の発

表はそれを発展させたものである。

「言葉とは何？」の言語本質の追究から言語

起源の追求方法をまとめ、その方法に基づいて

広く、中国語等を除いた南島語族やアルタイ語

派の日本周辺の語重量調査を行い、調査結果は『臼本

語の起源とアイヌ語』［幻 として出版した。

その中から解明方法といくつかの具体的な語集の
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親縁関係調査結果を例示して、 調査結果としては

基礎語桑における日本語とアイヌ語との親縁関係を

数値評価として出すことが出来たので報告する。

M，スワデッシュの言語年代学のうち、彼の試行

錯誤した基礎語重量100語を、 時代を経ても変わり

にくい語棄と考え、その語嚢を構成する音韻と意昧

との範囲を広げて親縁関係を調べたものである。

特に7フイヌ語に対しては音韻記号による音韻類似

度を定義して、困難が予想される親縁関係判定を評

価してみた。
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2.日本語研究の流れ

我が国の言語系統論争において、約百年前に藤岡

勝二がウラル・7フルタイ語における14ヶ条の特長を

示レ、そのうち13ヶ条は日本語にも当てはまると主

張し、その後橋本進吉などの上代仮名遣い（8母音

説）や母音調和の発見などが相次ぎ、 14ヶ条が成り

立っていたことがわかり、日本語系統のウラル・アル

タイ語説が多くの学者に支持されるに到った。

まだ、明治末年の日韓併合と重なり、金沢庄三郎

は『日韓両国語同系論』を発表して、支持する人ち多

かった。

戦後になると、戦前に7フルタイ語を学ぶためにベ

ルリン大留学を行なった村山七郎は、日本語は南島

基層語に7フルタイ語が重層した、混合語説を主張し

今日の主流になりつつある。

南島語族の諸語との類似
基本語集の一致・類似が多い
後頭辞の痕跡など

~子

アルタイ語派ツングース諸語との類似

『 4二コF
形態論的構造 ・動詞と形容詞が近い品調 ・造語法

－名詞の格変化（助言司の使い方〉など
統語論 ・基本語II展 sov・修飾法修飾語＋被修飾語

3.日本人論

国立科学博物館のホームページ「日本人はるかな

旅展」において、世界中の現代人は、ホモ・サピ工

ンス（新人）という一つの種に分類され、アフリ力

に10万年前に誕生し、下図のように広がった説が有

力であることを伝えている。

図 2. 新人（ホモサピエンス〉の拡叡

日本語の起源を取り扱う揚合にこれらのどの渡来
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近年ち （1986年）国立民族学博物館の共同研究

テーマとして「日本語系統論の方法に冠する基礎的

研究」と題して、言語学、民族学を書めた多くの学

者を動員しての検討がなされ、『日本語の形成』［3]

として成果報告がなされているが、「日本語の源流」

を目指レた報告にはほど遠く、各学者の従来の主張

を列記したちのであり、「サワラヌモノ二、タタリ

ナシ」的な従来の「系統不明な孤立語」としての立

場を強調するような結果にしかなっていない。

その中で従来の研究の方法を整理し図解した下図

はうなづけるものである。語集論を中山とした研究

では南島語族との類似がクローズアップされ、形態

論・統語論を取り上げるとアルタイ語派との類似が

鮮明となることは明らかである。

図 I .日本語系統追求の主な万法論

注記：

『日本語の形成』 ［3］の中の「類型か

ら見たギリヤーク語一日本語との関

係において」から中の図を借用し、

周囲の補足説明を筆者が行なった。

図中、日本列島への主な到来を時代順に売ると次

のようになる。

①マンモスハンターと噂ばれる大型狩猟人 （最終氷期）

②朝鮮半島を経由した南からの渡来（縄文期直前〉

③「海上の道」を来た渡来（縄文期）

④難民としての大陸からの海上渡来（縄文末期日〉

が有力な 「日本語の源流」となったか、であろう。



4.日本語起源調査に必要な考え方と方法

4. 1 基本的な者え方と方法

柑山七郎によると、ヨーロッパでは19世紀前半に

言語の親縁関係という考え万が確立し、仏人メイ工

の菩え方として、「言語記号の任意性」がその親縁

関係の土台をなすと、紹介している。［4]

「言葉とは何？」に対する回苔が「言語記号の任

意性」であり、言葉とは「音」と「意味」の組み合

わせからなり、文字記号で表したものが「言語記号」

に相当し、 「音」 と「意味」の組み合わせ関係には

必然性がない、無関係であることを「任意性」と言

っているが、その組み合わせ関係は、ただ文化遺産

としての伝承に基づくところに重要な意味合いを持

ち、異なる言語間で同じ言語記号が見つかることは

共通祖語から受継がれた共同遺産として保存されて

きだ司能性が大きいことを示すのだそうである。

この考え方を基に日本語およびアイヌ語の起源を

調査する方法 ・考え方を次のようにまとめてみた。

4. 2 日本語・アイヌ語の特長など

村山七郎の著作などから、日本語およびアイヌ語の

特長がなぜ生じたのか、本源的なものかどうか、南

畠諸語との比較に必要なことなどを若干まとめてみ

た。（[ 1］の内容にほぼ同じ。〉

(1)日本語とポリネシア語の類似性から

ハワイ語などのポ1）ネシア語など、日本語と同じ

5母音であり、重母音・重子音を許容せず、日本語

古語と同じく濁音のない子音のみの簡易な音韻であ

り、母音終わり（開音節）の単語でありカタカナで

書いても通じる言葉である。（大野晋のタミル語起

源説のタミル語の特徴とち一致〉

レかし、これらの特徴は本源的なものではなく、

南島諸語の中の中山、インドネシア語派が拡散して

メラネシア語派、ポリネシア語派と二次、三次的に

拡融しだ結果であり、日本語ち二次、 三次的に拡散

した結果であることを示しているようである。これ

らの言語の共通の特徴は民族移動とともに言語接触

を繰り返し、より簡易な音韻に藩ち着いた結果に思

える。
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図 3.日本語系統親縁調査に必要な方法の考え方

1言葉（語集〉

「言語記号の任意性」 → 語葉比較の重要性

2言葉の組織的な調査方法

言葉は時代と共に変わるが、蛮わりにくい語

として、基礎語棄がある。

M.スワデッシュの基礎語嚢100語を採用。

3.伝繊ルートを想定した広域の語集調査が幽要

上記の図 2.の到来ルートが参考になる。

スワデッシュの基礎語集100語における言語年

代学については、第12回公開シンポジウムの 「言

語年代学における日本語の系統、縄文語を推定する」

[ 1］で取り服ったが、今回は時代を経ても蛮わりに

くい語重量に重点を置き、語重量の「意味」と「音」と

の類縁関係を広＜調査した。

ポリネシア語の開音節語に聞して、単語には露出

形（独立名詞〉と被覆形（従属名詞〉とがあり、露

出形は開音節であり、被覆形は閉音節が保寄されて

おり、元々は閉音節があったことを示しているそう

である。（日本語の被覆形の例； 白 （シ口〉に苅し

て、白 （シラ〉魚、白 （シラ〉サギなど。インドネ

シア語派の揚合は露出形の揚合にも閉音節語が多

い）

日本語の揚合ち同僚に語末尾子音はとれるが被覆

形においては保持されているものがあるようであ

る。（動詞語幹など、「開ク」の例； ak－、「閏ク」

の倒； kik-)

アイヌ語には閉音節の単語が多く、古い形を残し

ている。（台湾諸語ち同じ〉 日本語の場合には被

覆形でも開音節であるが、原始日本語では閉音節語

eve. eveなど）があっただろうと言われてい
る。

また、日本語の露出形、被覆形の単語の古形は双

方の音韻を含む揚合が見られる。

（例 ：「ヒ（火） :pii」に刻して 「ホ・ノ・ ホ （炎〉 －

po」から祖語＊（a)poi が復元される〉
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(2) 二音節語と単音節語

日本語は2音節の語 cvcv.cvcvなど〉を
基本としており、ポリネシア諸語などと共通な特徴

であると男られており、日本語の単音節語の多くが

古語では重母音語であったと言われている。一方、

アイヌ語は単音節語を基本としていると考えられて

いる。

しかしこのことち本源的ではなく、南島諸語の揚

合は援辞と語幹の各1音節の組み合わせの揚合が多

く、もともとは一音節で、アイヌ語の揚合には長い

年月の聞に2音節語が1音節語に圧縮された「幹収縮」

の形を取ったものが多く見られる。その結果、この

概怠化された語幹語により多くの合成語を形成でき

るようになっだちのではないだろうか。「アイヌ語

はちとをただせば数百の単語から成り立ったもの」

などの田村すす子の言葉が思い出される。

また「アラタ（新〉シ」が「アタラシ」になった

ように、アイヌ語には南島諸語から子音問、母音問、

子音・母音聞の前後の入れ替わった「音位転換（メ

タテーゼ〉」の例ち多く男られる。

5.基礎語業調査

5. 1 基礎語集について

M.スワデッシュは考古学における炭素14(14C) 

による遺物年代測定にヒントを得て、 2言語聞の分

離年代を測定する言語年代学を1950年代に打ち立

てた。当初は13言語の215語の語棄を使用したが、

最終的に基礎語嚢100語を試行錯誤の上、使用した。

我が国で日本語と18ヶ言語聞でこれを試みたのは

服部四郎で、『日本語の系統』にその結果が報告され

ている。このような調査方法では日本語系統は決め

られないと調査の失敗を認めている。

柑山七郎は『日本語の研究方法』の中で、服部の日

本語と朝鮮語との類似語19語に対して、個々にコメ

ントレ4語しか類似が認められないと厳しく批判し、

基礎語量に相当する各語の語葉選択の困難さ、言語

年代学の妥当性を疑問視している。

そこで年代の算出をあきらめて、時代を経ても変

わりにくい語集としての基礎語棄の価値に注目し、

関連語棄の「意味」と「音」の範囲を広げて関連語

葉ち菩慮レて、公正な親縁関係の判定に努めた。
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(3) その他の南島語的な特徴

アイヌ語は接辞（接頭、接尾辞〕を駆使した言葉

であり、南島諸語的であり、抱合語に分類されてい

る。日本語においても「マッシ口（白〉」、「マッサ

オ」などの接尾辞＂ma-"ld:インドネシア系言語に見

られるものだそうである。また、インドネシア系言

語には前鼻音化形の接辞了［meJN－＂など）があり、

その痕跡が日本語にち見られるそうである。

また、日本語には少なくアイヌ語には多い語頭の

ミ二重であるが、南島祖語の、d＂音に対応するちの

で、日本語ではさらに＂f＇音などに変わったもので

はと言われている。

一方、アルタイ語派は接頭辞がなく、接尾辞を駆

使し、特に動詞の語尾蛮化による動詞活用などは7フ

ルタイ語的特長である。また、関詞、助動詞の駆使

による多様な文の構成などもアルタイ語的で、穆着

語と日早ばれる所以である。

5. 2 調査の具体化

スワデッシユの基礎語嚢100語の各語嚢に対し

て、それに相当する南島祖語を上部に、日本語、 7フ

イヌ語および沖縄本島語・八重山諸語を互欄に、イ

ンドネシ7フ・フイリッピン諸語、台湾諸語、メラネ

シア語派およびポリネシア語派の語棄を右欄に配置

し、南島祖語との語嚢類似と左石欄の語嚢類似の認

められるものを線で結び、語葉調査表として図表に

示しだ。（例として表 1.参照〉

またその語棄の集約結果とレて、日本語またはア

イヌ語語嚢群とインドネシア－フィリッビン諸語、

台湾諸語、沖縄－八重山諸語、アルタイ諸語および

アイヌ語または日本語との語嚢類縁関係判定をQ.t.

×（ ）の3段階で判断し、表にまとめた。

（例として表 2/4.および表 3/5. 参照）

また判定・評価の根拠を（－－・・・〉・－〉 などの変

移推定で示しだ。＊印は復元南島祖語を示す。音声

記号はここでは印字フォン卜との整合性を考えて次

のように置き換えた。y→R、q→N、？→’（声門閉

鎖音（グロータルストップ〉〉
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5. 3 語集調査の具体例

(1) 基礎語集No.1私：

No.1私:I 語家比較

から 表 1 基礎語桑調査私 ：｜ の例

インドネシア
・フイリッピン

i並L工
i並~
イBAT/ROT
;ILC 

些日豆
KAG/MNB 

土

ku 

金遣重量
ku? I台SAT
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沖縄本島
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bani』

加 N

国
l*ku 1 000 牢aku
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au 0.500 slaku 
siaku 0571 昌同’
ako’ 0.600 a 
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saku? 0.571 宅~·o
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草
臼
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温
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」
↑
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一沼

U

H
r

一qu
－nu
－。J

－g
Z￥
3
 

－S
Eど
3

一hu
－nv
－nu

この表から考えられる語嚢関係を補足する。

－ここで示した大部分の語嚢が南島祖語との類似が

認められ、その派生と考えられ、祖語からの変化を

感じ取ることが出来て、日本語、沖縄語およびアイ

ヌ語ちその中にあると思える。

－日本語およびアイヌ語の＂a＂はフィリッピンTA 

G Cタガログ語〉まだはMNB  Cマノボ語）と同じ

であり、独人0.デンプウォルフの南島祖語 ＂aku＇〆

またはR.D.ゾルク の aku’からの語頭の幹収縮

(Stem Shortning）形になっている。

－アイヌ語 kuはゾルクの南島祖語＊kuをその

まま継ぎ、台湾諸語KANCカナカナブ語）などと同

じである。

－八重山諸語の中で anuu,banu, baN は南島祖

語 akuの音韻変化から引き継がれたものと考えら

れる。濁音化・鼻音化・清音化の中で子音 kは

k → N (=IJ,/ng/g） → n 

の蛮化は一般的であろう。（

また anuuなどから幹収縮形としてアイヌ語

an-/-anがある。なおこの an-/-anの用法に聞

して、村山七郎は所有後尾辞－anの使い方は単な

る所有ではなく、血縁関係や身体部分とかを表わす

名詞に限り使用され、必然的な切り離し得ない所属

性が表現されるとしメラネシア諸語の所有接尾辞の

用法特長と同じであることを指摘されている。

－沖縄語 ugaは一見、南島祖語 akuと無関係に

見えるが、南島語に多く見られる akuのメタテ

ーゼ形 ukaの濁音化 ugaであり、古語の 「ワ」、

「ワガ」への転靴が十分に考えられる。
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*aku→（uka）→ uga→ ua(=wa) 

古語ワ → wag a ワガ

ここの anuuの uuは長母音を示す。（重母音で

はない。〉 また、沖縄・八重山諸語の

wan/banu/baN→ wa 古語ワ

への転靴・幹収縮化ち十分に考えられる。

－アイヌ語 chi,echi, si－は台湾諸語CATCチウリ

．アタヤル語）si？などと同じである。

・日本語古語 「ミ」、「ナ」はアルタイ系であろう

と言われている。

表 2. アイヌ語の私 ・｜ 類縁判定結果

表 6.1.2アイヌ語の親縁関係の判断結果
南島祖語 イ・H諸語 台湾諸語

アイヌ語 。 。 。
a /an a＜市akL』 a{ a kt』／ako/saku aくa’o/a加／…...

ku ku=*kU ; ....... ku=ku(IくAN)
a=a( .ttKAG/MNB) /ku?(SAT) 

chi/echi si/chi si/chi=si?(CAT) 
si <si-aku(!tILC) 

表 3 日本語の私：｜ 類縁判定結果

表 6.1.3 日本語の親縁関係の判断結果
南島祖語 イ・ !t諸語 台湾諸語

日本古語 0 10 0 

ア a＜申aku a{aku/a回／目ku a{a’o/a同／…“・ゃ

ワ auのメタテーゼ形
、ー色、

ナ

(2) 基礎語集No.82 火： fire から

村山七郎によると日本語「火」、 7フイヌ語 apeは

下記のような変化の結果であると言われている。

ヒ くp"li<poi くapoiく＊’apuj

ape < apoi < ＊’apui 

7フイヌ語、日本語はタガログ語レベルまでは同じ

で、日本語はそれ以降3回以上の変化を経たであろ

うのに苅して、アイヌ語は1回の重母音から短母音

への蛮化のみであり、古い形を保持してきたことが

男て取れる。ところが日本語にもアイヌ語にも祖語

の形を受け継いでいる言葉ちある。祖語の apuーの

形は日本語「アブ（実〕・ル」は

abu-< apu-

であり、鹿児島弁では「アブイ」、沖縄語では

abujuNである。
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上記のような言語聞の実証が言語系統問題の解決

に不可欠であることを予想できる。

特に、「我が（君〉」の古語の蛮化、「ア・（ギミ〉」、

「アガ・」、「ワ・」、「ワガ・」などが沖縄諸語の

中に蛮化の痕跡を残しているようである。

これらの語嚢類似関係をアイヌ語および日本語

（古語〉にまとめ次表のような類縁判定にまとめた。

なお、アイヌ語に対しては次式の音韻類似度を定

義して語棄の類似度評価を試みてみた。

音韻類似度 ＝ 
2×（対象語と被対象語の音韻記号の一致叡〉

刻象語の音韻記号数十被刻象語の音韻記号数

日本古語 沖縄諸諾。 。
a＝ア an一／－an

くanuu／国nu／回N

アイヌ語 沖縄諸語
0 。
ョ＝ア an-/-an 

くanuu/回nu／回N
wan 

アイヌ語 uhuy：燃えるは、

uhu-< apu-

アルタイ語；厩

同：MON
OJミく串bV市man(TU)
OJ:ナ〈問｛ア同r)

アルタイ語；：~。
bi :MON 

OJ:ミく車b仰 man(TU)
OJ:f<na（ア陥r)

である。いずれにしてもギapujのちとの形から

の派生と考えられる。

また、ポリネシア諸語であるハワイやマオリ語で

は、 afi,apiと語頭の a は維持しているが fj ' 

-hiは白本語が「ヒ」へたどり着いたと同じような

簡易な音韻への変化の結果であろう。ただし、こち

らち kapuraのように－apu－の古い形ち残して

いる。

これらのアイヌ語に対する判定結果は下記の通

り。



表 4. アイヌ語の火 ：fire 類縁判定結果

表6.82.2アイヌ詰の親縁関係の判断結果
南島祖語 イ.!t諸語 台湾諸語

アイヌ語 。 。 。 日本古語 沖縄諸語。 。

第15回公開シンポジウム
「人文科学とデータベース」

アルタイ語；照

一
8問 勾puj ar:oyなど ar:oy/har:oyなどヒと同；厚 piiなどと同源 tuwa /tuwe ・MAN 

b'rl /pul .KOR 
uhuy $邑PUJ apu/apoy hapui’など 伊 I:MON 

表 5. 日本語の火 ：fire 類縁判定結果

台湾諸語 アjレタイ語；服

ヒ 本’apuj api/ar:o’Iなど lapui／市’・puiなど！ape hwii/pii tuwa /tuwe ・MAN 

b'1'I /pul :KOR 

伊I:MON アフル 本’apuj apuなど apui／フa':puiなどluhuy

(3) 基礎語集No.72 日：sun から

日本語の「ヒ〔日〉」に関して、南島祖語の

*t’iNaRの t’iーからのインドネシア、フイリッピ

ン、台湾、ポリネシアなどへの派生音として si-

di-, hi'-, ciーなどとある。

八重山の cii,pii沖縄本島の hwii、日本語「ヒ

（日）」へと音韻蛮化を示しているようである。結

局南島祖語の＊t’iNaRの間接的な派生語と言えるの

であろうが直接的な派生語としてはここでは探用し

なかった。

枕詞の 「シナテル」の「シナ」、「シノノメ （東雲〉」

の「シノ」などイiNaRの反映と言われている。日

本語「シロ（白〉」ちこの祖語が語源である。

日本語「／＼リ（晴〉」（「ハレ」）は意味が少しすれ

るが南島祖語＊vaRiの派生語であろう。マライ語

の mata-hari.太陽の後半音にほぼ同じである。

沖縄県竹富島 （石垣島の南西〉に伝わる恋歌、安里

屋ユンタの歌詞に出てくる

「サ一君は野中の 茨の荷かサーユイユイ

暮れて帰ればやれほに引き止める

マタハリヌチン夕、ラ力ヌシャマヨー」

の最後のハヤシの部分である。「力ヌシャマヨー」

とは、 「神様よ」と分かる。「マタハリヌ チンダラ」

部分は下記のように南島語のオンパレードである。

古い言葉であろう、正確に訳せている例が無いよう

であるが、
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アイヌ語 nisat：明け方は意味は少しすれるが

イiNaR：光から派主のマライ語 sinarの n音と

S音が入れ変わったメタテーゼ形である。（最後の

「Itの相E入れ替えは起こりやすい。〉

表では＊t’iNaRの直接的な派生語として線引きし

なかったが

POC （原始オセアニア語） *siNaR：光

からの直接的な派生語として評価した。

また「何回」などの 「日」 を表わすアイヌ語 to

は南島祖語 ＊a(n)dav.・日／太陽から

to < daw < *adav 
と蛮化したと擢定できる。

アイヌ語 chupの意味は日／月／腹であり、

chupu.つ｜まめるとあり「丸い物」からの意味の派

生で、ここでは類縁関係は認められない。

マタ く＊mata：目

ハ1) < *vaRi：太陽
マライ語では matahari：太陽

ヌ 朗詞「の」

チンダ くts'indaく＊t’iNaR：光

ラ 感動詞

結局、意味としては「（自然の）目である太陽の

光はね、神様であることよ」 等となるのではないだ

ろうか。
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5. 4 基礎語象調査結果

基礎語嚢100語のアイヌ語および日本語（古語〉 の親縁関係を集計した結果は次の通り。（[2］から）

表 6. アイヌ語および日本語の親縁関係集計値〈基礎語嚢100語中の親縁関係認定数〉

アイヌ語 ｜南島語系統co判定分〉 ｜アルタイ語派

南島祖語 ｜イ・比諸語｜ 台湾諸語 ｜日本語古語｜沖縄諸語 I CQ+J:::,.判定分〉
78/1 oo I 71 /1 oo I 70/1 oo 56/100 39/100 20/100 

日本語古語｜南島語系統co判定分〉
南島祖語 ｜イ ・比諸語

79;1 oo I 7211 oo 

アルタイ語派

台湾詰語 ｜アイヌ語語｜沖縄諸語 I CO＋ム判定分〉
63/1 oo I s611 oo I 94;1 oo I 401100 

この結果は日本語ちアイヌ語ち同程度に南畠語を

起源とすることを意味する。特にアイヌ語は古く南

方からの人々と共に入ってきて、縄文時代に北に達

して最終的に北海道、南樺太および干島に残った、

縄文語を維持・保評した言語であろう。

図 2に示した日本列島への民族移動の経緯と合

わせて、日本語の成立モデルを下図のように推定で

きる。

図 4. 日本語およびアイヌ語の形成モデル（推定〉

石器時代 縄文時代 区今 弥生時代〈文献以前〉 奈良時代〈文献以後〉

主な民族移動
①→②→③→④  

列島化 大陸の戦乱 優国大乱

言語の形成

弥生語 ヤマト言葉

縄文語

E::(_g麓

語順などの主な
文法の完成

古い形態の容続 漢字文化
文字記録

言語交替
日本語・アイヌ語・韓
国語の語順の一致など

地名の意味の喪失
文法のアルタイ語化

6.まとめ

本報告は拙書『日本語の起源とアイヌ語』［2］の中

から紙面の都合上、考え方と方法、具体例および結

果のみ示した。日本語の起源を考える上でアイヌ語

が鍵を握り、図2および図4.の日本民族の主な流れ

のうち②および③の流れが縄文時代の主流をなし、ア

イヌ語に残され、その後の④の流れが弥生文化をもたら

し、日本語がアルタイ語化していったもので、あろう。

この結果は鳥居龍蔵の言葉「日本の先住民族はアイ

ヌ」［5] の言葉通りであり、従来の歴史学、民族学、言

語学などの見直しが必要なことを示すものであろう。

発表の機会を与えていただいた実行委員会、協議会

の先生方に深く感謝致します。
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